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かすみがうら市議会 文教厚生委員会資料 

令和 7年 5月 20 日 保健福祉部子育て支援課 

 

「ヤングケアラーに関するアンケート」結果について 

 

１ アンケートの実施概要 

 

① 目的 

かすみがうら市内の小学生・中学生を対象に「ヤングケアラー」と思われ

る、子どもの実態を把握するためアンケートを実施する。 

 

② 調査対象者 市立小中学校・義務教育学校 6･7･8･9 年生 

（対象児童数：令和 6年 12 月 1 日在籍者） 

 

③ 調査方法 

各学校において、児童・生徒がタブレット端末を用いて回答フォームのＱ

Ｒコードを読み込み、ＷＥＢ上で回答する。任意の記名式で実施。 

各学校を通じて、保護者宛の「アンケート協力依頼」を通知した。 

 

④ 実施期間  令和 6年 12 月 4 日～令和 7年 1月 10 日 

 

⑤ 調査項目 

〇子どもの年齢（学年）、性別、ケアの状況等を考慮した。 

   ・家族のケアの有無（有の場合：ケアの対象、頻度、時間等） 

   ・他者への相談状況 

   ・助けて欲しいこと、必要としていること 

   ・その他実態の把握 

 

２ アンケートの集計結果 

① 調査対象者 児童生徒数 

対   象 人   数 回 答 数 回 答 率 

小学 6年生 306 人 264 人 86.3％ 

中学 7年生 299 人 243 人 81.3％ 

中学 8年生 330 人 242 人 73.3％ 

中学 9年生 304 人 227 人 74.7％ 

計 1,239 人 976 人 78.8％ 
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②調査方法    ＷＥＢアンケート 

 

③アンケートの結果内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

243（24.9%） 

264（27.0%） 

242（24.8%） 

227（23.3%） 

493（50.5%） 

17（1.7%） 

466（47.7%） 
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問 3-1 あなたがいっしょに住んでいるのはだれですか。（あてはまるものすべてを選んで

ください） 

979 件の回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76(7.8%)

804(82.1%)

207(21.1%)

281(28.7%)

850(86.8%)

951(97.1%)

0 200 400 600 800 1000 1200

6.その他

5.きょうだい・しまい

4.おじいさん

3.おばあさん

2.お父さん

1.お母さん
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問 4 あなたがなやんでいることはありますか。（あてはまるものすべてを選んでください） 

951 件の回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

26(2.6%)

556(58.5%)

47(4.9%)

65(6.8%)

83(8.7%)

68(7.2%)

265(27.9%)

159(16.7%)

0 100 200 300 400 500 600

8.その他

7.特にない

6.自分のために使える時間が少ないこと

5.生活や勉強に必要なお金のこと

4.家族のこと

3.習い事のこと

2.学校の成績のこと

1.友達のこと

323（68.9%） 

41（8.7%） 

105（22.4%） 
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問 7 問 6で「1.いる」にチェックした人にお聞きします。あなたはだれにどのようなお世

話をしていますか。 

① あなたがお世話をしている人（あてはまるものすべてを選んでください） 

77 件の回答 

 

 

 

お世話をしている家族は「きょうだい・しまい」が 63.6％と最も多かった。 

 

8(10.4%)

49(63.6%)

6(7.8%)

12(15.6%)

21(27.3%)

22(28.6%)

0 10 20 30 40 50 60

6.その他

5.きょうだい・しま

い

4.おじいさん

3.おばあさん

2.お父さん

1.お母さん

お世話をしている家族がいると回答した児童・生徒の割合は8.5％であった。 

888（91.5%） 

83（8.5%） 
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② お世話をしている人のことについて教えてください。それはどのような理由ですか。（あ

てはまるものすべてを選んでください） 

72 件の回答 

 

 

 

     お世話をしている理由は「幼い」の回答数が最も多く 47.2％であった。 

 

 

 

③ あなたはどのようなお世話をしていますか。（あてはまるすべてを選んでください） 

74 件の回答 

 

 

 

   家族のお世話の内容は、「家事」と「見守り」の割合が 5割の回答となっている。 

 

8(11.2%)

15(20.8%)

34(47.2%)

3(4.2%)

2(2.8%)

2(2.8%)

1(1.4%)

5(6.9%)

7(9.7%)

3(4.2%)

11(15.3%)

9(12.5%)

0 5 10 15 20 25 30 35 40

12.その他

11.わからない

10.幼い（小さい）

9.日本語が苦手

8.6,7以外の病気やけがのため

7.いぞんしょう

6.こころの病気（うつ病など）

5.知的障がい

4.身体障がい

3.にんちしょう

2.かいご（食事や身の回りのお世話）が必要

1.高れい（６５さい以上）

8(11.2%)

6(8.1%)

3(4.1%)

3(4.1%)

34(45.9%)

23(31.1%)

6(8.1%)

25(33.8%)

20(27%)

21(28.4%)

37(50%)

0 10 20 30 40

11.その他
10.薬の管理

9.お金の管理
8.通訳

7.見守り
6.話を聞く

5.病院へいっしょに行く
4.買い物や散歩にいっしょに行く

3.おふろやトイレのお世話
2.両親の代わりにきょうだいの面倒をみている

1.家事（食事の準備や掃除、洗濯）



7 

 

④ あなたはお世話をだれといっしょにしていますか。（あてはまるものすべてを選んでく

ださい） 

67 件の回答 

 

 

 

 

 

 

                          

 

  お世話を始めた年齢は、「小学 4年生」の割合が最も多く、次いで「小学校入学前から」、

「小学 3年生」となった。                             

2(2.6%)

4(5.3%)

15(19.7%)

4(5.3%)

31(40.8%)

9(11.8%)

12(15.8%)

42(55.3%)

56(73.7%)

0 10 20 30 40 50 60

9.その他

8.ふくしサービス（ヘルパーなど）を利用

7.自分だけ

6.しんせきの人

5.きょうだい・しまい

4.おじいさん

3.おばあさん

2.お父さん

1.お母さん

12（15.8%） 

5（6.6%） 

9（11.8%） 

10（13.2%） 

13（17.1%） 

8（10.5%） 

8（10.5%） 

7（9.2%） 

3（3.9%） 

1（1.3%） 
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  お世話の頻度は、「ほぼ毎日」の割合が最も多く、次いで「週に 1～2 日」、「週に 3～5

日」となっている。 

 

 

 

 

                           

  

 平日 1日あたりのお世話に費やす時間は「1時間未満」が最も多く、次いで「1時間以上

2時間未満」、「2時間以上 3時間未満」となっている。 

 

38（51.4%） 

12（16.2%） 

15（20.3%） 

6（8.1%） 
 
1（1.4%） 

1（1.4%） 

1（1.4%） 

25（33.8%） 

23（31.1%） 

5（6.8%） 

4（5.4%） 

4（5.4%） 

2（2.7%） 

2（1.4%） 

4（5.4%） 
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問 8 お世話をしていることで、以下のような経験をしたことはありますか。（あてはまる

ものすべてを選んでください） 

66 件の回答 

 

 

 

 

 「特にない」が 56.2％となっているが、そのほかに「自分の時間がとれない」が多く、次

いで「ねむる時間が足りない」との回答が見られた。 

 

 

 

 

 

 

1(1.4%)

41(56.2%)

14(19.2%)

3(4.1%)

11(15.1%)

13(17.8%)

12(16.4%)

9(12.3%)

7(9.6%)

0 10 20 30 40 50

9.その他

8.特にない

7.自分の時間がとれない

6.習い事ができない

5.友達と遊ぶことができない

4.ねむる時間が足りない

3.宿題など勉強する時間がない

2.ちこくや早たいをしてしまう

1.学校を休んでしまう
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 お世話について相談した経験は、「ない」が 79.5％、「ある」が 20.5％にとどまっている。 

 

 

 

 

 

問 11 誰に相談しましたか。（あてはまるものすべてを選んでください） 

17 件の回答 

 

 

 

 

 

 

0

0

0

0

1(5.9%)

1(5.9%)

7(41.2%)

10(58.8%)

1(5.9%)

13(76.5%)

0 2 4 6 8 10 12 14

10.その他

9.SNS上での知り合い

8.近所の人

7.病院・医療・福祉サービスの人

6.ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰやｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ

5.保健室の先生

4.学校の先生（保健室の先生以外）

3.ともだち

2.しんせき（おじ、おばなど）

1.家族（両親、祖父母、兄弟・姉妹）

16（20.5%） 

62（79.5%） 
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問 12 相談していない理由を教えてください。（あてはまるものすべてを選んでください） 

58 件の回答 

 

 

 

 

「相談するほどの悩みではないから」が 7割と多くなっており、そのほかに「相談しても何

も変わらないから」が多く、次いで「だれに相談するのがよいかわからないから」との回

答が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5(8.5%)

8(13.8%)

4(6.9%)

3(5.2%)

7(12.1%)

43(74.1%)

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

6.その他

5.相談しても何も変わらないから

4.家族のことを話したくないから

3.相談できる人がいないから

2.だれに相談するのがよいかわからないから

1.相談するほどのなやみではないから

50（66.7%） 

25（33.3%） 
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問 14 学校や周りの大人にしてもらいたいことはありますか。（あてはまるもの 1つ選んで

ください） 

82 件の回答 

 

 

 

 学校や大人に助けてほしいことは「特にない」が 6割となっているが、次に「自分のこと

について話を聞いてほしい」が多く、次いで「自由に使える時間がほしい」との回答だっ

た。 

 

 

 

問 15 どのような方法で話を聞いたり相談にのったりしてほしいですか。（あてはまるもの

すべてを選んでください） 

57 件の回答 

 

                                          

  

2(12.9%)

9(62.2%)

51(62.2%)

1(13.4%)

11(14.6%)

12(8.5%)

7(4.9%)

4(4.9%)

4(7.3%)

6(18.3%)

15（18.3%）

0 10 20 30 40 50 60

11.その他

10.わからない

9.特にない

8.お金の面で援助してほしい

7.勉強を教えてほしい

6.自由に使える時間がほしい

5.自分が行っているお世話の一部を誰かに代…

4.自分が行っているお世話のすべてを誰かに…

3.家族の病気や障害、お世話のことなどにつ…

2.家族のお世話について相談にのってほしい

1.自分のことについて話を聞いてほしい

9(16.2%)

11(19.3%)

10(17.5%)

19(33.3%)

29(50.9%)

0 5 10 15 20 25 30 35

5.その他

4.電子メール

3.SNS

2.電話

1.直接あって
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（今後の対応について） 

 

 ヤングケアラーに関するアンケートは、令和 5 年度から実施しており、県の

アンケート項目を参考に作成し、ヤングケアラーと思われる生徒の割合を把握

することを目的に、市内の小中義務教育学校の 6 年、7 年、8 年、9 年生を対象

に無記名で実施しております。 

 令和 6年 6月に公布された「子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律」

に伴い、令和 6 年度は、ヤングケアラーを把握し個別具体的な支援につなげる

ため、任意の記名式でアンケートを実施しました。 

 今回のアンケートの結果では、「世話をしている家族がいる」が 83 人（8.5％）

であり、そのうちの約半数にあたる 51.4％の生徒が「ほぼ毎日世話をしている」

と回答しています。 

また、平日 1 日あたりの世話に費やす時間が 3 時間以上と回答した生徒が約

20％いました。 

今回のアンケート内容を精査したところ、「先生に相談している」「家族の世話

について誰かに相談したい」「話を聞いてほしい」等の、内容の記述をした生徒

は全体の約 2.5％でした。その約 2.5％の、気になる生徒すべてがヤングケアラ

ーであると断言はできないものの、何らかの支援が必要な家庭であると思われ

ます。 

そのため、アンケートの結果を学校と共有し、気になる生徒について、学校で

行われている調査やスクールカウンセラーによる相談結果、さらには、担任によ

るヒアリングなどから、ヤングケアラーの疑いがある生徒であることを把握し

た場合には、学校と適切に情報共有をし、様々な支援機関と連携して当該家庭が

必要な支援につなげてまいります。 

今後も、ヤングケアラー自身に気づきを与えるようなアンケートを行うこと

が重要であり、周囲の大人がヤングケアラーに気づくことができるよう、理解促

進を図ってまいります。 

 


